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通期業績予想及び配当予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績動向を踏まえ、2020年２月14日に公表した通期業績予想を下記のとおり修正するとともに、

期末の配当予想につきましても、下記のとおり修正することといたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．業績予想の修正について 

2020 年３月期通期連結業績予想数値の修正（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益  
親会社株主に帰属する 

当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

56,800 

百万円 

300 

百万円 

100 

百万円 

40 

円 銭 

3.65 

今回修正予想(Ｂ) 57,510 295 6 △236 △21.59 

増 減 額(Ｂ－Ａ) 710 △4 △93 △276 － 

増 減 率(％) 1.3 △1.6 △93.2 － － 

（ご参考）前期実績 

（2019年3月期） 
50,960 1,860 1,826 1,009 92.14 

2020 年３月期通期個別業績予想数値の修正（2019 年４月１日～2020 年３月 31 日） 

 売上高 営業利益 経常利益  当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想(Ａ) 

百万円 

48,500 

百万円 

450 

百万円 

440 

百万円 

300 

円 銭 

27.38 

今回修正予想(Ｂ) 48,307 470 458 254 23.27 

増 減 額(Ｂ－Ａ) △192 20 18 △45 － 

増 減 率(％) △0.4 4.5 4.3 △15.0 － 

（ご参考）前期実績 

（2019年3月期） 
44,391 1,517 1,524 974 88.95 

修正の理由 

 ２月からの新型コロナウイルス感染症の影響が世界的に拡大していくに伴い、海外からの渡航規制や感染予防措

置としての緊急事態宣言による経済活動の自粛・休止が始まるなど、過去に例を見ない厳しい経済環境が続いてお

ります。そのような環境の中、当社グループにおいては、間接部門スタッフの在宅勤務推奨や、３月下旬週末にお

ける一部店舗の臨時休業を行うなど、従業員やお客様の感染防止に取り組んでまいりました。 

個別業績につきましては、ほぼ想定どおりの進捗となりましたが、連結子会社の関係会社株式評価損及び事業損

失引当金繰入額計 71 百万円の特別損失計上により、当期純利益が上記の数値となる見込みであります。 

連結業績につきましては、①経常利益において、北京合弁会社（北京華夏高名荟商貿有限公司）の店舗退店及び

会社清算手続きによる経費等を含めた「持分法による投資損失」を第４四半期の営業外費用に約 89 百万円計上す

る見込みであること、②繰延税金資産の回収可能性について、新型コロナウイルス感染症の影響等によるグループ

全体の足下の営業、経営状況を鑑み、慎重に検討した結果、第４四半期において繰延税金資産を取り崩し、「法人

税等調整額」に約 82 百万円計上する見込みであること等により、業績予想を修正するものであります。 

 

 

 

 



 

 

 

２．配当予想の修正について 

 
年間配当金 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計 

前回予想 

（2019年５月13日発表） 

円 銭 

－ 

円 銭 

－ 

円 銭 

－ 

円 銭 

16.00 

円 銭 

32.00 

今回修正予想 － － － 8.00 24.00 

当期実績 － 16.00 － － － 

前期実績 

（2019年３月期） 
－ 16.00 － 16.00 32.00 

修正の理由 

 当社は株主に対する利益還元を経営戦略上の重要課題と認識しており、将来の事業展開と経営体質の強化のため

に必要な内部留保を確保しつつ、収益やキャッシュ・フローの状況に応じて、適切な配当を実施していくことを基

本方針としております。 

 この度、上記のとおり、当社グループの通期連結純損失は△265 百万円となる見込みであります。また、４月以

降も新型コロナウイルスの世界的拡大と日本における緊急事態宣言発令により、過去の経済危機を上回る厳しい経

済環境が続くことが懸念されており、当社グループにおきましても、店舗の臨時休業継続など、今後の見通しを推

し量ることが困難となっております。このような状況下、当社グループは、何よりも従業員の雇用維持を優先し、

収束後の業績回復に向けた体制を確保することを企図いたしまして、2020 年３月期の期末配当につきましては、８

円と修正させていただきます。なお、実施済みの中間配当 16 円と合わせまして、年間では合計 24 円となる予定で

あります。 

なお、本件につきましては、2020 年６月に開催予定の第 42 回定時株主総会に付議させていただく予定です。 

 

※2020 年３月期の決算短信は、５月 12 日に発表予定としております。 

（注）上記予想値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報を基に作成したものであり、実際の業績等は、

この資料に記載されている予想とは異なる場合がございます。 

 

以 上 


